
 

 

 

 

 

 

 

  

第 1回目（夏） 

なるべく、気に

なったことを備

考欄に記入する 





  

検査結果を備考欄

に記入する 



  

聞き取りし、問題ないなら

騒音レベルの測定は不要だ

が、ここに③と記入する 



  

貯水タンクから一番遠い給水栓

の遊離残留塩素濃度を測定し、

記入するのが望ましい 

あれば、記入する 



  

養護教諭、用務員さん等の聞き取りで可 



  

あれば、下記の項目を記入する。ない場合は「無」に〇を記入するだけでよい 



  

聞き取りで可 

自分で目視確認できるところは自分でも確認する 

指導・助言した内容も記入する 

聞き取りにより得られた情報を記入する 



  

小学校は低学年用に小プールもある

ため、それぞれ測定し記入する 

測定値を記入する欄は無いが、 

せっかく測定したので書いておく 

使用していない場合は、その事を書いておく。 

無記入だと、検査をしていないと認識されてし

まう 

基準値外の場合、過去の状況を調べ、原因

を確認し、行った対応の方法を記入する 



  

聞き取りで可 

目視確認する 



  

〇〇 △△ 

存在の有無だけでなく、ちゃん

と機能しているかも確認する 



  

第２, ３回目（秋, 冬） 

養護教諭と相談しながら測定教室を決め

る。高学年は特に空気が汚れやすいので重

点的に測定するのも良い。 

測定時間、教室内環境の違いで結果が大き

く変わるため、測定時の状況をなるべく詳

しく書く。 

判定不適の場合は、改善指導を行

い、その後再検査するのが望ましい 



  

検査の必要がないと判断した場合は、「ない」に〇を記入するだけでよい 



  

全ての記入欄を埋めなくてもよい 



 

目視確認する 



 

 

 

  

全ての記入欄を埋めなくてもよい 



 

 

参考（このグラフ書類は必ずしも必要ではない） 

「照度の計算・グラフ作成ツール」にて作成（ホームページよりダウンロード可） 


